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■環境が建築へ導く
　高瀬幸造さんは1983年生まれで，東京大学を卒
業し，2012年には同大学大学院で博士（工学）を
取得したことからも，秀才といえよう。建築を選ん
だのには，出身である横浜市泉区の緑園都市での生
活が大きな意味をもつという。同地域は，原広司先
生設計の文化会館や，山本理顕さん設計の有名な建
築が点在するエリア。そういった環境で育った高瀬
さにとっては，建築が身近な存在だったようです。
　現在は，建築環境分野の研究者である高瀬さん。
環境分野へ進んだ理由を聞くと「意匠の設計課題が
好きではなかったのもありますが…」と笑いながら
語りつつも，学生時代に難波和彦先生の講義で聞い
た「これからは環境が重要だよ」という言葉や，箱
の家シリーズの実測調査を手伝ったことがきっかけ
で志したという。つくづく難波和彦先生の「環境論」
は学生への影響が強かった。東大在学中は，前真之
先生の研究室に所属した高瀬さんなのでした。
　現職である東京理科大学で教鞭をとることになっ
たのは，井上隆先生との出会いがきっかけとか。井
上先生が審査委員長をしたコンペに参加したときに
声をかけてもらい，助教・講師と肩書は変わりつつ
も，6年程度の時間を井上先生の下で過ごしたので
した。その間にも第7回サステナブル住宅賞（2017
年）で国土交通大臣賞を受賞するなど活躍してきた。
そして，2024年に東京理科大学創城理工学部建築
学科准教授となり，研究室の活動はいよいよ幅を広
げている。
■研究主体でかつ実働
　組織設計事務所に行った仲間を講師に招くなど，
大学時代の交流は現在でも続く。明治大学准教授の
川島範久さんも学生時代からの付き合いで，それぞ
れの得意分野を合流させる。主軸は研究活動だが，

設計実務にかかわることも。実際に1980年代生まれ
の増田信吾さんや大坪克亘さん，中川エリカさんなど，
同世代の建築家との協働した作品がメディアに取り
上げられることも多い。住宅・非住宅に限らず，設備
性能向上だけを考えるのではない。周辺環境との調
和や建築デザインとの関係性を考慮した環境性能を
提案ができることが高瀬さんの強みなのだ。ただ，タ
イミングが遅いと感じるときもあり，設計がある程度
決まった段階で相談を受けてもやれることが少ない。
プロジェクトの初期段階で参画できれば，省エネ化
だけでなく，建築の価値向上に与えるインパクトは大
きくなると思うという。多様化する発注者の意向も汲
みながら，的確なアドバイスができる高瀬さんの存在
は今後さらに建築家には頼りになるのだろう。
　多くの実作品にかかわる高瀬さんだが，個人事務所
を構えているわけではない。研究者として実プロジェ
クトに携わりながら，そこで得られた知見やデータを
研究にフィードバックしていくことが重要だと考える。
現在の研究室は大所帯で卒論の時期などは多忙にな
るが，多くの学生を抱えるからこそできる研究もある
という。省エネの議論がひと段落した感じがある昨今
において，利用者の快適性や災害に備える環境づくり
など，視点を拡げた研究に取り組んでいきたいとも。
　「趣味は子供達と遊ぶことかな」と微笑む高瀬さ
ん。妻の故郷である熊本に行くと，豊かな自然の中
にセルフビルドで家を建てたいという夢も描けてく
る。その家で高校時代から打ち込んだギターをかき
鳴らす日も遠くなさそうだが，子供の成長は待って
くれないから遊んでもらえるうちに実現あるのみか
もしれない。
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現代において，社会全体が脱炭素に向けて舵を切
っていくことは喫緊の課題である。特に建築および
建設業界は，全社会活動の中でも二酸化炭素排出量
の割合が大きく，その削減に向けて大きな責任を負
うといえる。この脱炭素化を進めるうえで一人の建
築設計者，実務者として現在の動向をどう見るか。
筆者は脱炭素社会に向けて，建築が関与できる大き
な二つの指針があると考えている。一つは建築時の
二酸化炭素削減，そしてもう一つは生活環境のため
に生み出したエネルギーを極力無駄にしないための
性能設計である。
◉「物」を動かさないこと

建築を建てるために必要とされる材料や資源は，
それらが産出される地域に偏りがあり，特に日本の
ような産出資源に乏しく，資材の多くを輸入に頼ら
ねばならない国にとっては大きな課題である。しか
し，その資源の移動のために必要となる化石燃料量
は莫大だ。例えば鉄鉱石であれば，採掘した石をダ
ンプに乗せて港まで運び，資材船にて遠方へと輸
送，そしてそれらは製鉄所にて精錬，加工され，最
終的に建築地へと運ばれていくとなれば，この移動
にかかる燃料が排出する二酸化炭素量はいかばかり
か。この削減，つまりは建築資材の地産地消の徹底
が非常に重要と考えている。“物を動かさない・物
を移動させない”でつくることが，脱炭素社会に向
けての大きな志向となることは間違いないだろう。
今，日本では国が木材使用の推進を掲げている。
もちろん，木がもつ二酸化炭素貯蔵性能も重要だ
が，建物が地域材でつくられることは，上記理由に
よる削減メリットは非常に大きい。この部分を制度
化することは脱炭素社会に向けて大きな一歩となる
であろう。ちなみに，筆者設計による事例では，純
木造の「茨城県大子町新庁舎」が挙げられる。同建

物はすべての構造材が茨城県産材にて建築されてお
り，これは茨城県が純木造化に伴う補助金を計画し
たことによった県産材トレーサビリティの結果であ
る。「物を移動させない」ことを公共建築にて実現
していくための大きな試みであった。
◉熱を溜める

もう一つは，ZEBなどにて実行されている省エネ
化への提案である。最近は民間の建築物だけでなく，
公共建築においてもZEBへの理解が深まり，設計プ
ロポーザルの提案時にも省エネ対策への説明が求め
られることも多い。しかし，ZEB化を推進するために
は同時に建築コスト増への対応も必要であり，クライ
アントである行政側が建物計画立案時にそのコスト
オンを想定していないケースも多く，設計サイドとし
ては頭を悩ます。このような考えのなかで，筆者が設
計した「系（つなぐ）の家」は，今後の公共建築にお
いて考慮されていくべき環境配慮対策を，小さな住
宅で具現化した実験的建築である。外観は，屋根も
外壁も同一仕上げのガルバリウム鋼板であるが，そ
の背後には通気層とともに壁で75mm，屋根部で
100mmの打ち込み断熱材を施して，建物全体を魔法
瓶のようにパックし，開口部サッシも躯体へは直接取
り付けず，木材を緩衝させ，ヒートブリッジを徹底的
に排除している。そして，その室内は柱も梁も壁面
も，すべて剥き出しのコンクリートで，空調機器で発
生させた熱をそのままダイレクトに大きな蓄熱性能を
もつ躯体に保存させ，室内温度変化が少なく，そし
て熱を無駄にしない計画となっている。コストに制約
のある公共建築の環境対策にも有効な方法であろう。
筆者の試みの一つひとつは，小さな一歩でしかな
い。しかし，その建物は小さくとも，その実験的思
考は将来担いうる大きな構想へとつながっていくこ
とと念じている。 （えんどう　かつひこ）
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